
出席者全員での記念撮影

懇
親
会
で
の
乾
杯

並び立つ正副理事長

総会議長を務めた
伊藤 練馬板橋支部長

懇
親
会
の
も
よ
う

梅
村
タ
イ
ル
店･

梅
村
会
長

瀧
山
理
事
長

東
タ
連･

舘
会
長

狩
野
副
理
事
長

日
タ
煉
・
矢
部
会
長

葭
原
副
理
事
長

堀越事業部長

総会のもよう

　

東
タ
協（
瀧
山
有
二
理
事
長
）

の
第
58
回
通
常
総
会
は
５
月
26

日
（
木
）
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
堀
越
事

業
部
長
の
司
会
で
は
じ
め
に
葭

原
副
理
事
長
が
開
会
の
辞
を
述

べ
た
。

「
皆
様
ご
参
集
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
総
会
後
に

来
賓
・
賛
助
会
員
を
お
迎
え
し

て
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

活
発
な
情
報
交
換
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
タ
カ
ボ
シ
さ
ん
が

資
材
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し

ま
す
の
で
、
購
入
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。」

　

続
い
て
瀧
山
理
事
長
よ
り

「
日
頃
よ
り
皆
様
に
は
組
合
事

業
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
た
ま

わ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
、
理
事
長
の
重
責
を
拝
命
し

１
年
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
至
ら
ぬ
所
が
多
々
あ
り
、
昨

年
は
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
慎
重
審
議
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」
と
挨
拶
が
述
べ
ら

れ
、
司
会
よ
り
総
会
成
立
の
定

足
数
が
発
表
さ
れ
た
（
組
合
員

数
１
０
４
名
、
委
任
状
を
含
め

た
総
会
出
席
者
数
82
名
）。
伊

藤 

練
馬
板
橋
支
部
長
が
議
長

に
就
き
、
平
成
27
年
度
事
業
概

況･

事
業
報
告･

同
決
算
報
告
、

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
同
予

算
案
等
が
審
議
（
剰
余
金
処
分

案
の
金
額
に
疑
義
が
出
さ
れ
た

が
）、
最
終
的
に
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
狩
野
副
理
事
長
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
、
総
会
を
終
了
し

た
。

懇
親
会
で
東
タ
協
に
エ
ー
ル
！

　

上
部
団
体
・
友
誼
団
体
並
び

に
賛
助
会
員
を
迎
え
て
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
で
は
、
堀
越
事
業

部
長
の
司
会
の
も
と
狩
野
副
理

事
長
が
「
皆
様
、
本
日
は
ご
臨

席
た
ま
わ
り
真
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
総
会
も
無
事
、

終
了
し
ま
し
た
。
懇
親
会
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
真

摯
な
懇
親
・
交
流
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
力
強

い
開
会
宣
言
を
し
、
瀧
山
理
事

長
か
ら
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
第
58
回
総
会
で
は
慎
重
審
議

が
行
な
わ
れ
、
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
私
も
昨
年
、
理
事
長
を

拝
命
し
、
若
輩
、
微
力
な
が
ら

そ
の
使
命
、
職
責
を
全
う
す
べ

く
精
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
課

題
は
山
積
し
て
お
り
、
皆
様
の

激
励
を
頂
き
な
が
ら
組
合
の
歴

史
と
伝
統
を
守
り
、
魅
力
あ

る
業
界
づ
く
り
の
た
め
に
邁
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
何
と
言
っ
て
も
タ
イ
ル
業

界
の
最
大
の
課
題
は
、
若
手
タ

イ
ル
工
の
育
成
で
す
。
日
タ
煉

さ
ん
は
じ
め
ど
の
タ
イ
ル
組
合

さ
ん
も
そ
の
た
め
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
東
タ

協
と
し
て
も
、
皆
様
と
協
力
、

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
お
力
添
え
と
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
組
合
並
び
に

業
界
発
展
の
為
に
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　

続
い
て
来
賓
の
友
誼
団
体
が

紹
介
さ
れ
、
東
タ
連
（
東
京
三

団
体
）
を
代
表
し
て
舘 

副
会

長
（
東
タ
築
理
事
長
）
か
ら
「
連

合
会
の
一
番
の
役
割
は
技
能
検

定
で
す
が
、
本
年
は
６
年
ぶ
り

に
狩
野
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ

り
好
天
の
も
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
で
き
ま
し
た
。
結

果
は
引
き
分
け
で
連
合
会
な
ら

で
は
の
結
束
と
均
衡
が
と
れ
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
の

技
能
検
定
は
７
月
末
に
実
施
予

定
、
そ
の
前
に
実
技
講
習
も
あ

り
ま
す
の
で
、
と
も
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」、ま
た
（
一

社
）
日
本
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工

業
会
の
矢
部
会
長
よ
り
「
昨
年

よ
り
瀧
山
理
事
長
を
中
心
と
し

た
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、
日

タ
煉
と
し
て
も
応
援
し
て
い
ま

す
。
日
タ
煉
も
先
週
総
会
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
若
い
担

い
手
の
育
成
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
実
施
し
大
き
な
反
響
を
呼

び
ま
し
た
。
社
会
保
険
未
加
入

対
策
に
国
は
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
よ
り

良
い
環
境
を
整
備
し
て
若
手
育

成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
東
タ
協
に
エ
ー
ル
が
贈

ら
れ
た
。

　

次
い
で
賛
助
会
員
の
メ
ー

カ
ー
・
商
社
が
紹
介
さ
れ
、
梅

村
タ
イ
ル
店
・
梅
村
会
長
よ
り

「
高
度
成
長
期
か
ら
約
半
世
紀

が
過
ぎ
て
、
中
小
の
ビ
ル
で
も

建
替
え
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

う
し
た
需
要
に
見
合
っ
た
魅
力

あ
る
タ
イ
ル
が
も
っ
と
出
て

き
た
ら
い
い
な
と
強
く
感
じ
ま

す
。
業
界
を
け
ん
引
す
る
よ
う

な
タ
イ
ル
を
切
望
し
ま
す
」
と

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
渡
辺
前
理

事
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
談
の
輪

が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
着
座
で

の
宴
席
で
じ
っ
く
り
飲
み
か
つ

食
べ
て
、
話
し
に
も
熱
が
こ
も

る
よ
う
だ
っ
た
。
や
が
て
閉
宴

の
時
を
迎
え
、
葭
原
副
理
事
長

の
〆
で
お
開
き
と
な
っ
た
。
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若
い
担
い
手
の
育
成
を
テ
ー
マ
に
環
境
を
整
備
し
、

　
　
　
　
　

魅
力
あ
る
業
界
づ
く
り
を
！

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
１．タイルは住環境を豊かにします。
２．高品質確保のために適正価格を求め
　　ます。

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

第
58
回
通
常
総
会･

懇
親
会

244244



絶好のゴルフ日和

自
然
豊
か
な
丘
陵
コ
ー
ス

桜
の
満
開
の
下
で
プ
レ
ー

試
合
終
了
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー

優
勝
は
、

㈱
タ
カ
ボ
シ
の
櫻
井
さ
ん

2

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
　

 
  

顧
問
理
事　
　
　

矢
部　

晴
也　　

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合　

　

 
  

理 

事 

長                 

瀧
山　

有
二　

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合　

　

 
  

副
理
事
長     　
　

葭
原　

隆
雄　

　

合
同
会
議
は
平
成
28
年
５
月

12
日
（
木
）
に
組
合
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。（
以
下
、

敬
称
略
）

【
出
席
者
】

﹇
理
事
﹈
瀧
山
、
葭
原
、
狩
野
、

長
岐
、
桑
原
、
山
下
、
堀
越
、

澄
川
、
戸
村
、
土
屋
、
上
島
、

矢
部
﹇
支
部
長
﹈
中
川
、加
藤
、

伊
藤
、
宮
崎
、
佐
藤

【
欠
席
者
】

﹇
理
事
﹈
土
屋
、
渡
部
、
突
川
、

小
林
、古
澤
﹇
支
部
長
﹈
斗
澤
、

松
本
、
矢
部

理
事
長
挨
拶

「
５
月
26
日
（
木
）
に
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
本
日
は
総
会

の
詳
細
確
認
を
し
ま
す
。
一
致

団
結
し
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
各
支
部
長
さ
ん
に
出
席
者

の
人
数
を
把
握
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」

（
こ
こ
で
、
本
日
の
座
長
に
狩

野
副
理
事
長
の
指
名
が
あ
り
、

以
下
の
報
告
と
提
案
が
あ
っ

た
。）

・
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

事
業
部
（
堀
越
）
７
月
９
日

（
土
）（
午
前
９
〜
12
時
）
に
弾

性
接
着
剤
の
講
習
会
を
行
な
い

ま
す
。

広
報
部
（
桑
原
）
次
回
の
新
聞

は
７
月
号
と
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
各
支
部
会
の
原
稿
を
お
願

い
し
ま
す
。

組
織
部
（
上
島
）
は
が
き
に
よ

る
組
合
加
入
促
進
を
進
め
て
い

き
た
い
。

厚
生
部
（
山
下
）
第
83
回
の
ゴ

ル
フ
会
は
22
名
の
出
席
で
し

た
。
次
回
は
11
月
の
予
定
で

す
。
ま
た
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

を
計
画
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

資
材
部
（
澄
川
）
４
月
度
の
売

上
状
況
の
報
告
。

総
務
部（
葭
原
）５
月
26
日（
木
）

の
総
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

・
各
支
部
よ
り
提
案
と
報
告

文
京
（
中
川
）
６
月
に
支
部
会

を
行
な
い
ま
す
。

新
宿
杉
並
（
矢
部
）
同
右
。

品
川
大
田
（
松
本
）
４
月
18
日

に
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

次
回
は
６
月
に
支
部
会
を
行
な

い
ま
す
。

豊
島
（
加
藤
）
今
月
は
５
月
17

日
に
支
部
会
を
行
な
い
ま
す
。

練
馬
板
橋
（
伊
藤
）
今
月
は
５

月
15
日
に
支
部
会
を
行
な
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
、
座
長
よ
り
議
長
に

交
代
、合
同
会
議
を
終
了
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
８
日
（
金
）

「
第
83
回
東
タ
協
親
善
ゴ
ル
フ

大
会
」
を
、
ゼ
ゴ
ビ
ア
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
イ
ン
チ
ヨ
ダ
に
て
参
加

者
21
名
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

奇
才
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ミ
ュ
ア

ヘ
ッ
ド
設
計
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

コ
ー
ス
で
、
伝
統
と
現
代
の
息

吹
が
調
和
。
魅
惑
の
国
、
ス
ペ

イ
ン
を
テ
ー
マ
に
、
独
創
的
な

18
ホ
ー
ル
。
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形

で
す
が
、
個
性
的
な
ホ
ー
ル
の

造
形
が
戦
略
面
で
も
視
覚
面
で

も
効
果
を
挙
げ
て
お
り
、
全
体

に
難
易
度
は
高
い
。
特
に
難
し

い
の
は
、
ア
ウ
ト
の
池
が
か

ら
ん
で
距
離
も
あ
る
４
・
５
・
６

番
。
そ
れ
に
ア
ウ
ト
イ
ン
と
も

形
が
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ー
３
が
見

た
目
も
面
白
く
、
か
つ
難
し
い

ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
１
番

フ
ラ
メ
ン
コ
、
２
番
ア
ン
ダ
ル

シ
ア
、
３
番
ギ
タ
ー
ラ
と
い
っ

た
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
ち
な
ん
だ

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
前
日
の
土
砂
降
り

と
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
と
て
も

暖
か
く
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に

な
り
ま
し
た
。 

　

瀧
山
理
事
長
の
朝
の
挨
拶
の

後
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
皆
さ
ん
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
、

パ
ー
テ
ィ
ー
と
成
績
発
表
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

　

葭
原
副
理
事
長
の
ご
挨
拶
、

し
ば
し
の
ご
歓
談
の
後
、
成
績

発
表
で
す
。

　

今
回
は
初
参
加
の
方
が
１
名

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
㈱
Ｋ

Ｙ
タ
イ
ル
の
知
久
間
さ
ん
で

す
。
優
勝
は
、
㈱
タ
カ
ボ
シ
の

櫻
井
さ
ん
で
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
４
ア

ン
ダ
ー
で
の
優
勝
で
す
。
今
回

も
密
か
に
優
勝
を
狙
う
方
が
、

た
く
さ
ん
お
ら
れ
た
か
と
思

い
ま
す
。
平
均
ス
コ
ア
で
の
ハ

ン
デ
な
の
で
、
皆
さ
ん
公
平
に

チ
ャ
ン
ス
が
回
っ
て
き
ま
す
。

今
回
も
連
勝
単
式
で
行
な
い
ま

し
た
が
、
誰
も
該
当
者
が
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
次
回
に
持
ち
越

し
で
す
。

　

協
賛
い
た
だ
い
た
メ
ー
カ
ー

の
㈱
タ
カ
ボ
シ
櫻
井
様
、
㈱
ダ

イ
ナ
ワ
ン
三
井
様
、
㈱
ア
ベ
ル

コ
伊
藤
様
、㈱
テ
ム
ズ
一
柳
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

中
締
め
の
挨
拶
を
、
狩
野
副

理
事
長
に
お
願
い
し
て
、
無
事

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。 

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
な
ど
の
企
画
で
情
報

交
換
や
親
睦
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
次
回
は
11
月

の
予
定
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
山
下
大
樹
郎
・
記
）
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一
致
団
結
し
て

　
　

総
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
！      

　
　
　
　
　
　

第
５
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会

ス
ペ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た

　
　
　
　
　

独
創
的
な
コ
ー
ス
で

第
83
回
「
東
タ
協
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催
！



入
り
口
の
前
で
。

葭
原
副
理
事
長
と
オ
ー
ナ
ー

店内は木のぬくもりがあり
清潔感ある床はタイル張り

新鮮な食材を
七輪で焼く

3

　

５
月
18
日
（
水
）
常
盤
台
の

「
鳥
忠
」
で
、
タ
カ
ボ
シ
・
中

村
さ
ん
出
席
の
も
と
、
計
18
名

で
支
部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

春
先
は
い
つ
も
仕
事
量
が
落

ち
つ
き
ま
す
が
、
今
年
は
特
に

現
場
の
数
も
少
な
い
よ
う
で
、

全
体
的
に
暇
な
状
態
が
続
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
夏

以
降
、
こ
の
反
動
で
仕
事
が
集

中
し
、
職
人
さ
ん
が
足
ら
な
い

状
況
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
適
正
単
価
で
、
現
場
受
注

を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

６
月
19
日
（
日
）、
練
馬
板

橋
支
部
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行

な
い
ま
し
た
。
埼
玉
・
お
お
む

ら
さ
き
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
総
勢

11
名
の
参
加
で
し
た
。
天
気
も

よ
く
、
他
支
部
か
ら
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
練
馬
板
橋
支
部

の
米
光
さ
ん
の
優
勝
で
し
た
。

　

次
回
の
支
部
会
は
、
７
月
19

日
（
火
）
に
行
な
う
予
定
で
す
。

（
伊
藤　

徹
・
記
）

　

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご

機
嫌
う
る
わ
し
く
お
過
ご
し
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
６
月
20
日

（
月
）
に
「
居
酒
屋
は
な
の
舞
」

に
て
足
立
支
部
の
例
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
人
数
は
、
少
し
少
な

く
６
名
で
し
た
。
仕
事
が
忙
し

い
工
事
屋
さ
ん
と
暇
な
工
事
屋

さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
、
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
時
期
は
寒
暖
差
が
激
し
い

の
で
、体
調
管
理
に
気
を
付
け
、

現
場
で
は
無
理
な
作
業
は
止

め
、
焦
ら
ず
工
事
を
進
め
て
行

く
こ
と
等
を
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
暑
く

な
る
の
で
、
暑
さ
に
負
け
ず
頑

張
ろ
う
、
と
話
し
ま
し
た
。

　

足
立
支
部
の
皆
さ
ん
が
お
元

気
そ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。
堀

越
タ
イ
ル
の
息
子
さ
ん
、
吉
牟

田
タ
イ
ル
様
、
ご
参
加
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
の
支
部
会
は
、
８
月

19
日
（
金
）
に
行
う
予
定
で
す
。

（
佐
藤 
操
・
記
）
　

６
月
16
日
（
木
）
支
部
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

14
名
。

　

今
回
は
い
つ
も
の
西
巣
鴨

「
成
光
苑
」
で
は
な
く
、
前
回

の
東
タ
煉
協
報
に
も
掲
載
さ
れ

ま
し
た
、
西
川
口
の
「
ス
テ
ー

キ
ハ
ウ
ス 

ガ
ウ
チ
ョ
」
で
開

催
致
し
ま
し
た
。

　

と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ス

テ
ー
キ
屋
さ
ん
で
、
野
菜
、
海

鮮
、
肉
柱
の
よ
う
な
和
牛
ス

テ
ー
キ
の
順
に
フ
ル
コ
ー
ス
を

頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
地
元
で

は
大
変
有
名
な
お
店
で
常
連
の

お
客
さ
ん
を
大
切
に
し
た
い
。

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
広
告

や
宣
伝
は
一
切
し
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
こ
れ
を
期
に
皆
さ
ん

も
ご
利
用
な
さ
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

　

支
部
会
の
話
題
は
、
毎
年
恒

例
の
技
能
検
定
で
し
た
。
豊
島

支
部
で
は
２
名
の
支
部
員
が
受

験
を
し
ま
す
が
、
全
員
合
格
出

来
る
よ
う
に
、
我
々
も
協
力
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
料
理
が

素
晴
ら
し
く
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
た
支
部
会
で
し
た

が
、
ま
た
機
会
を
見
て
こ
ち
ら

の
お
店
で
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
堀
越
孝
志
・
記
）

　

金
剛
園
は
、
西
武
池
袋
線
江

古
田
駅
北
口
か
ら
徒
歩
３
分
、

日
大
芸
術
学
部
の
正
門
に
面
し

た
３
階
建
て
ビ
ル
の
１
階
に
あ

り
ま
す
。
レ
ト
ロ
な
木
壁
の
外

観
で
、
上
の
看
板
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
に
は
ロ
ー
マ
字
で
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｎ
」
と
可
愛
ら
し
く
書

い
て
あ
り
ま
す
。

　

江
古
田
で
創
業
30
年
く
ら
い

に
な
り
ま
す
。
以
前
は
、
江
古

田
駅
北
口
の
信
号
と
踏
み
切
り

の
あ
い
だ
辺
り
に
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
の
終
り
頃
は
、
職
人
さ
ん

た
ち
の
支
払
い
は
現
金
で
し
た

の
で
、
月
末
に
な
る
と
大
勢
で

会
社
に
集
ま
り
、給
料
を
も
ら
っ

て
懐
が
あ
っ
た
か
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
皆
で
よ
く
旨
い
焼
肉

を
食
べ
、
お
酒
を
飲
ん
で
仕
事

の
英
気
を
養
い
ま
し
た
。

　

道
路
拡
張
に
伴
い
、
２
０
１

０
年
頃
、
現
在
地
に
移
転
と
な

り
ま
し
た
際
、
床
の
タ
イ
ル
を

当
社
で
施
工
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
店
内
は
木
の
ぬ
く
も

り
と
タ
イ
ル
で
心
地
よ
い
空
間

を
演
出
し
、
掘
り
ご
た
つ
も
あ

り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で
ゆ
っ
た
り
と
食
事
が
楽
し
め

ま
す
。
お
店
こ
だ
わ
り
の
黒
毛

和
牛
を
七
輪
で
焼
き
上
げ
、
脂

の
旨
み
と
お
肉
本
来
の
甘
み
が

楽
し
め
ま
す
。

　

店
主
は
ゴ
ル
フ
も
上
手
で
、

あ
の
有
名
な
焼
肉
屋
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
「
Ｊ
・
Ｊ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ
」

に
対
抗
し
、
金
剛
園
カ
ッ
プ
を

開
催
し
て
、
お
客
さ
ん
と
の
交

流
を
深
め
る
、
地
元
の
愛
さ
れ

る
キ
ャ
ラ
の
店
主
コ
ン
ち
ゃ
ん

で
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
石
焼
ユ
ッ

ケ
ビ
ビ
ン
バ
が
な
い
の
で
す

が
、
店
主
い
わ
く
、「
せ
っ
か

く
の
新
鮮
な
生
ユ
ッ
ケ
を
焼
く

な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
普
段
は
こ
こ
で

巨
人
戦
を
観
戦
し
な
が
ら
、
特

選
盛
り
合
せ
を
食
べ
、
生
ビ
ー

ル
を
片
手
に
、
店
主
と
熱
い
野

球
談
議
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
一
押
し
は
、
牛
タ
ン
塩

と
豚
バ
ラ
セ
ッ
ト
（
辛
味
噌
絶

品
）や
お
得
な
特
選
盛
り
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
辛

い
冷
麺
が
お
す
す
め
。
海
鮮
盛

り
も
あ
る
の
で
、
焼
肉
に
飽
き

て
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
そ
ん
な

店
主
コ
ン
ち
ゃ
ん
も
、
最
近
は

体
調
を
崩
し
て
い
る
の
で
心
配

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
新
鮮
で

お
い
し
い
焼
肉
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
様
も
是
非
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。　
　
（
葭
原
・
記
）

■
焼
肉
・
韓
国
料
理　

金
剛
園

〒1
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東
京
都
練

馬
区
小
竹
町
１
‐
55
‐
１

☎
０
３
‐
３
９
７
４
‐
２
０
０
３

交
通
：
西
武
池
袋
線「
江
古
田
」

駅
北
口
よ
り
徒
歩
３
分

営
業
時
間
：[

平
日]

午
後
６

時
〜
午
前
２
時
、[

日
・
祝]

午
後
５
時
〜
午
前
１
時　

無
休

　

平
成
28
年
の
第
１
回
北
支
部

会
を
４
月
９
日
（
土
）
に
い
つ

も
の
板
橋
駅
前
・
中
華
料
理「
味

香
春
（
み
か
し
ゅ
う
）」
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

陽
気
も
よ
く
暖
か
く
、
桜
が

残
る
な
か
、
練
馬
支
部
か
ら
㈲

滝
野
川
タ
イ
ル
の
斉
藤
社
長
、

品
川
支
部
か
ら
㈱
大
成
陶
業
の

井
上
社
長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

北
支
部
か
ら
は
12
名
の
参
加
で

合
計
14
人
で
た
い
へ
ん
賑
や
か

な
支
部
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
貴
重
な
情
報
を
伝
え

た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
今
回

は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

㈲
島
タ
イ
ル
の
長
男
、
次
男
も  

参
加
し
て
く
れ
、
島
さ
ん
は
未

来
も
明
る
い
で
す
ね
。
後
、
北

支
部
会
に
１
度
も
休
ま
ず
参
加

し
て
く
れ
る
、
㈲
安
井
陶
業
の

安
井
社
長
、
㈲
渡
辺
タ
イ
ル
工

業
の
渡
辺
社
長
、
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

　

夜
21
時
も
過
ぎ
ま
し
た
か
ら

話
の
続
き
は
ま
た
次
回
の
支
部

会
に
て
と
い
う
こ
と
で
、
支
部

会
を
閉
め
ま
し
た
。
夜
桜
の
舞

い
散
る
な
か
、解
散
し
ま
し
た
。

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
（
小
林 

眞･

記
）

　

６
月
16
日
（
木
）
午
後
６
時

半
よ
り
、
蒲
田
「
多
津
美
」
に

て
、
７
名
参
加
で
支
部
会
を
行

な
い
ま
し
た
。
冒
頭
、
平
成
27

年
度
総
会
が
無
事
終
了
し
た
旨

を
報
告
さ
せ
て
頂
き
、
平
成
28

年
度
の
始
ま
り
と
し
て
、
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
㈱
大
成
陶
業
・

井
上
社
長
に
乾
杯
を
し
て
頂

き
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
時

間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
目
立
っ
た
話
は
、

現
在
も
含
め
、
来
年
３
月
ま
で

仕
事
の
受
注
量
が
そ
れ
程
で
も

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
ま

り
好
ま
し
く
な
い
状
況
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
ど
ん
な
仕
事

も
断
ら
ず
、
単
価
も
下
げ
ず
に

や
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

午
後
９
時
近
く
に
な
り
、
ヤ

ナ
イ
陶
業
㈱
・
山
田
部
長
に
締

め
の
言
葉
を
頂
き
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

８
月
は
暑
気
払
い
を
す
る
予

定
で
す
。
（
松
本
洋
一
・
記
）
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私
の
お
ス
ス
メ
の
店
②　

◆
推
薦
人　

葭
原
副
理
事
長

焼
肉
・
韓
国
料
理 

金
剛
園　

[

東
京
都
練
馬
区
江
古
田]

七
輪
で
焼
き
上
げ
た
黒
毛
和
牛
！

適正価格で　　
　　現場受注を
●練馬板橋支部会

後
継
者
の
い
る
タ
イ
ル
店
の
、未
来
は
明
る
い
！

●
北
支
部
会

受
注
量
の
低
下
に
負
け
ず 

●
品
川
大
田
支
部
会

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス 

ガ
ウ
チ
ョ
で

　
　

和
牛
ス
テ
ー
キ
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
！

●
豊
島
支
部
会

暑
さ
に
負
け
ず
に
頑
張
ろ
う
！

●
足
立
支
部
会



懇親会での乾杯！

全員集合の記念写真

大
会
を
終
え
て
勢
ぞ
ろ
い

舘理事長

三団体引き分けで痛み分け

塩原組合長

日タ煉・矢部会長

武蔵野・塩原組合長東タ協・瀧山理事長

東タ技･金澤会長

東タ築･舘理事長

参加者全員集合！元気のいい乾杯！

快
晴
の
下
、
熱
戦
が
続
く

試
合
開
始

楽しいバーベキュー大会

4

　

東
タ
築
（
舘 

正
和
理
事
長
）

は
５
月
13
日
（
金
）
に
東
京
・

錦
糸
町
の
東
武
ホ
テ
ル 

レ
バ

ン
ト
東
京
に
お
い
て
平
成
27
年

度
第
12
回
（
通
期
第
69
回
）
通

常
総
会
を
開
催
。
平
成
27
年
度

事
業
・
収
支
決
算
報
告
、
平
成

28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
な

ど
が
審
議
、
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
に
は
、
友
誼
団
体
や

メ
ー
カ
ー
・
商
社
を
招
い
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、佐
瀬
理
事
・

金
澤
研
友
会
会
長
の
共
同
司
会

の
も
と
、
重
田
副
理
事
長
の
開

宴
の
辞
で
ス
タ
ー
ト
、
舘
理

事
長
が
挨
拶
し
た
。「
総
会
で

は
、
来
年
の
70
周
年
記
念
事
業

に
向
け
て
の
団
結
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
減
少
や
財
政
危
機

の
苦
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
ら

れ
て
現
在
あ
る
の
も
皆
様
の
お

蔭
で
す
。
専
門
工
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
で
す
が
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向

け
て
少
し
は
タ
イ
ル
事
業
に
も

光
明
を
見
い
だ
せ
れ
ば
幸
い
で

す
。
最
後
に
熊
本
地
震
の
被
災

者
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
、
組
合
活
動
の
原
点
で
あ
る

相
互
扶
助
を
図
り
な
が
ら
業
界

発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。」

　

続
い
て
日
本
タ
イ
ル
煉
瓦
工

事
工
業
会
か
ら
の
会
長
表
彰

（
技
能
優
秀
）
と
技
能
検
定
合

格
証
書
の
授
与
が
２
名
の
会
員

に
行
わ
れ
、
来
賓
祝
辞
で
は
、

日
タ
煉
・
矢
部
会
長
か
ら
、
70

周
年
を
迎
え
る
東
タ
築
の
歴
史

に
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
、
社
会
保

険
加
入
促
進
の
動
き
と
職
人
不

足
対
策
や
若
手
職
人
育
成
の
た

め
の
連
携
協
力
な
ど
に
触
れ
た

お
話
し
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
武

蔵
野
・
塩
原
組
合
長
お
よ
び
東

タ
協
・
瀧
山
理
事
長
か
ら
今

年
の
技
能
検
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
連
携
協
力
、
久
々
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
５
／
22
）
開
催

の
話
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
連
合

会
の
一
致
団
結
を
ア
ピ
ー
ル
さ

　

武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合

（
塩
原
且
宏
組
合
長
）
は
、
４

月
８
日
（
金
）
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
平
成
28
年
度
第
44

期
定
期
総
会
並
び
に
懇
親
会
を

開
催
。
総
会
で
は
、
議
案
の
平

成
27
年
度
事
業
報
告･

会
計
報

告
、
同
28
年
度
事
業
計
画･

予

算
案
等
が
審
議
・
採
択
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
島

村
新
理
事
＆
新
井
理
事
の
司
会

で
ス
タ
ー
ト
、
島
村
相
談
役
が

開
会
の
辞
を
述
べ
、
塩
原
会
長

が
挨
拶
し
た
。「
武
蔵
野
は
メ

イ
ン
事
業
の〈
み
た
か
商
工
祭
〉

で
の
タ
イ
ル
ア
ー
ト
教
室
を
は

じ
め
、
技
能
検
定
事
業
へ
の
協

力
、
技
能
向
上
研
修
会
な
ど
皆

さ
ん
と
力
を
合
せ
今
年
も
元
気

い
っ
ぱ
い
で
が
ん
ば
り
ま
す
。」

　

次
い
で
来
賓
か
ら
激
励
の
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
今
年
の
技
能
検
定
は
夏
の
匠

の
技
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

た
め
、７
月
に
繰
り
上
げ
ま
す
。

東
京
都
が
助
成
す
る
講
習
会
も

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

若
手
育
成
に
向
け
ご
協
力
を
。」

（
東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合･

舘
理
事
長
）

「
今
夏
は
東
京
都
主
催
の
〈
匠

の
技
祭
典
〉
が
８
月
10
〜
12
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
も

の
づ
く
り
の
粋
を
集
め
た
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

（
東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会･

金
澤
会
長
）

　

続
い
て
㈱
梅
村
タ
イ
ル
店･

梅
村
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
幕

が
上
が
り
交
歓
の
輪
が
広
が
っ

れ
た
。

　

続
い
て
金
澤
副
理
事
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
宴
の
幕
が
上
が

り
、
歓
談
の
中
、
団
体
・
メ
ー

カ
ー
・
商
社
の
方
々
の
紹
介
と

一
言
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
上
昇

気
流
に
乗
る
よ
う
に
盛
り
上

が
っ
て
い
っ
た
。
最
後
は
森
井

理
事
の
〆
、
山
崎
理
事
の
閉
宴

の
辞
で
幕
を
閉
じ
た
。

た
。
そ
の
な
か
で
協
賛
企
業

（
㈱
ア
ベ
ル
コ
、
秩
父
商
工

石
油
販
売
㈱
、
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ

Ｌ
東
京
西
支
店
、
㈱
タ
カ
ボ

シ
な
ど
）
が
紹
介
さ
れ
一
言

ス
ピ
ー
チ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

後
半
は
恒
例
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、
島

村
徳
之
理
事
の
〆
、
閉
会
の

辞
を
も
っ
て
散
会
し
た
。

　

５
月
22
日
（
日
）
調
布
飛
行

場
の
す
ぐ
そ
ば
三
鷹
市
と
調
布

市
の
真
中
に
位
置
す
る
西
町
少

年
野
球
場
Ｂ
グ
ラ
ン
ド
に
て
６

年
ぶ
り
に
東
タ
連
３
団
体
（
東

タ
協
、
東
タ
築
、
武
蔵
野
）
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
42
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
熱
中
症
が
心
配
な
ぐ

ら
い
素
晴
ら
し
い
天
候
に
恵
ま

れ
、
ま
る
で
夏
の
甲
子
園
・
高

校
野
球
大
会
を
思
わ
せ
る
白
熱

し
た
試
合
内
容
で
し
た
。

　

午
前
11
時
に
グ
ラ
ン
ド
に
全

員
が
集
合
。
今
回
、
大
会
幹
事

の
東
タ
築
・
舘
理
事
長
か
ら「
熱

中
症
に
気
を
付
け
て
元
気
に
怪

我
せ
ず
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
の
後
、
大
会
委
員
の
武
蔵

野
・
塩
原
組
合
長
よ
り
ル
ー
ル

と
運
営
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
当
日
が
60
？
歳
の
誕
生
日

と
い
う
東
タ
築
・
金
澤
副
理
事

長
の
始
球
式
に
よ
り
、
試
合
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
試
合
は
前
回
優
勝
の
東

タ
築
×
東
タ
協
。
瀧
山
理
事
長

が
キ
ャ
プ
テ
ン
で
シ
ョ
ー
ト
、

白
い
バ
ー
バ
リ
ー
の
シ
ャ
ツ
と

ズ
ボ
ン
が
真
っ
黒
、
少
年
の
よ

う
に
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
姿
を

見
て
チ
ー
ム
が
一
丸
。
狩
野
副

理
事
長
の
好
投
で
猛
攻
の
東
タ

築
打
線
を
２
点
に
抑
え
、
加

藤
豊
島
支
部
長
の
猛
打
賞
で
２

―

４
で
東
タ
協
の
勝
ち
。
第

２
試
合
は
東
タ
築
×
武
蔵
野
。

東
タ
築
打
線
が
爆
発
し
12―

０
。
第
３
試
合
は
東
タ
協
×
武

蔵
野
。
同
点
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に

よ
り
武
蔵
野
の
勝
ち
、
３
団
体

引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
、
狩
野
タ
イ
ル

工
業
㈱
の
駐
車
場
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
肉

と
食
材
で
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、

乾
き
き
っ
た
喉
を
し
び
れ
さ
せ

る
冷
え
た
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が

ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、最
高
殊
勲
選
手
に
は
、

森
元
さ
ん
（
武
蔵
野
）
が
選
ば

れ
、
豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
東
タ
築
・
重
田
副

理
事
長
に
よ
り
、
景
気
よ
く
三

本
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
各
商
社
様
に
は
ご
協
賛
と

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　　
　
　
（
桑
原
・
記
）

（　）平成28年7月15日第215号

来
年
の
70
周
年
記
念
式
典
の
開
催
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
致
団
結
を
！

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合 

　
　
　
　
　

第
12
回
（
通
期
第
69
回
）
総
会
・
懇
親
会

タ
イ
ル
ア
ー
ト
教
室･

技
能
検
定
事
業
な
ど

　
　
　
　

今
年
も
活
気
あ
ふ
れ
る
活
動
を
！

武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合 

総
会
＆
懇
親
会
か
ら

東
タ
連 「
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年
ぶ
り
に
開
催
！

東　タ　連　広　報

第215号
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